
令和4年（2022年）11月4日 第２２５号ひらつか議会だより
問
　
本
市
は
地
形
的
に
西
部
地

域
の
標
高
が
最
も
高
く
、
金
目

川
沿
い
の
下
流
及
び
河
内
川
沿

い
が
低
い
。
金
目
川
は
局
所
的

な
集
中
豪
雨
で
河
川
水
位
が
急

激
に
上
昇
す
る
た
め
、
河
内
川

や
鈴
川
、
渋
田
川
の
水
位
も
上

昇
し
、
内
水
の
排
除
に
支
障
を

き
た
し
て
浸
水
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。
河
川
整
備
や
改
修
を

実
施
し
て
い
る
県
へ
の
働
き
か

け
が
重
要
で
あ
る
が
、
要
望
活

動
の
状
況
や
県
に
よ
る
河
川
整

備
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

土
木
部
長
　
本
市
で
は
、
３
市

３
町
広
域
行
政
推
進
協
議
会
な

ど
を
通
じ
て
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
唐
ケ
原
地
区

で
工
事
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

河
内
川
に
お
い
て
も
護
岸
工
事

に
着
手
し
、
市
内
の
多
く
の
箇

所
で
河
川
内
の
土
砂
撤
去
な
ど

平
塚
駅
～
東
海
大
学
前 

駅
間
バ
ス
路
線
の
充
実

問
　
令
和
４
年
４
月
に
駅
北
口

か
ら
東
海
大
学
経
由
で
開
通
し

た
新
し
い
バ
ス
路
線
は
地
元
住

民
が
利
用
し
に
く
い
。
通
院
す

る
高
齢
者
や
通
勤
、
通
学
で
鉄

道
を
利
用
す
る
人
も
多
数
い
る

た
め
、
早
期
に
増
便
や
、
バ
ス

停
設
置
な
ど
、
地
元
住
民
が
切

望
し
て
い
る
利
用
し
や
す
い
バ

ス
運
行
の
実
現
を
早
期
に
望
む

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
課
題

を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
開
設
し

た
バ
ス
路
線
は
、
東
海
大
学
の

授
業
に
合
わ
せ
速
達
性
を
重
視

し
た
運
行
と
な
っ
て
い
る
。
６

月
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で

の
地
元
の
要
望
を
基
に
、
現
路

線
の
再
編
も
含
め
、
バ
ス
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
堤
防
整
備
や
護
岸
改

修
、
河
川
内
の
堆
積
土
砂
の
撤

去
な
ど
が
早
期
に
図
ら
れ
る
よ

う
、
県
に
対
し
強
く
要
望
す
る

と
と
も
に
、
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
旭
地
区
は
特
に
、
河
内
川

沿
い
の
河
内
、
纒
、
徳
延
、
山

下
地
区
な
ど
の
浸
水
被
害
が
続

き
、
対
応
力
の
強
化
が
望
ま
れ

る
。
浸
水
被
害
解
消
の
た
め
の

ポ
ン
プ
場
の
能
力
強
化
と
、
高

根
川
の
管
理
・
整
備
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

土
木
部
長
　
山
下
ポ
ン
プ
場

は
、
令
和
２
年
度
に
現
在
の
河

川
の
許
容
放
流
量
ま
で
排
水
で

き
る
事
業
認
可
を
取
得
し
た
こ

と
か
ら
、
仮
設
ポ
ン
プ
を
２
台

増
設
し
、
許
容
放
流
量
上
限
の

１
秒
間
に
約
２
・
０
立
方
メ
ー

者
と
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
東
海
大
学
前
駅
南

口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
は
乗
降
場
所

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
増
便

に
よ
り
運
行
に
支
障
が
生
じ
る

こ
と
が
課
題
と
な
る
。

金
目
地
区
に 

図
書
館
の
設
置
を

問
　
令
和
３
年
３
月
議
会
で
市

長
は
複
合
的
な
魅
力
化
と
配

置
、
新
た
に
図
書
館
を
造
る
べ

き
か
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
考

え
て
検
討
す
べ
き
課
題
と
認
識

し
て
い
る
た
め
、
検
討
事
項
と

し
て
取
り
上
げ
た
い
と
答
弁
し

た
が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
図
書
館
は
現

在
の
４
館
体
制
を
維
持
し
、
民

間
活
力
の
活
用
に
よ
り
効
率

的
・
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
い
、
多
様
な
利
用
者
を
カ

バ
ー
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
網

の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
施
設

の
整
備
は
持
続
可
能
な
公
共
施

設
の
あ
り
方
を
目
指
し
た
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に

基
づ
き
他
の
機
関
や
民
間
施
設

と
の
複
合
化
を
含
め
施
設
の
面

積
縮
減
を
視
野
に
入
れ
、
検
討

し
て
い
る
。
新
た
な
図
書
館
の

設
置
は
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

施
設
内
容
や
機
能
、
経
費
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
今

後
も
引
き
続
き
検
討
を
し
て
い

く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
教
員
の

働
き
方
改
革　

無
園
児　

平
塚

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
・

運
営
事
業　

ト
イ
レ
の
洋
式
化

の
推
進　

金
目
親
水
公
園

ト
ル
の
排
水
能
力
ま
で
増
強
し

た
。
ポ
ン
プ
の
能
力
が
こ
れ
ま

で
の
約
１
・
４
倍
に
増
強
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
山
下
地
区
の
浸

水
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
徳
延
ポ
ン
プ
場

は
、
現
在
の
許
容
放
流
量
の
上

限
ま
で
排
水
で
き
る
ポ
ン
プ
を

既
に
設
置
し
て
い
る
た
め
、
今

後
も
適
切
な
運
用
を
行
っ
て
い

く
。
高
根
川
は
、
計
画
流
量
を

排
水
で
き
る
断
面
で
整
備
が
完

了
し
て
い
る
。
管
理
に
つ
い
て

は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り

状
況
把
握
に
努
め
、
昨
年
度

は
、
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
実
施

し
た
。

問
　
纒
地
区
と
長
持
地
区
の
間

の
纒
緑
道
北
側
を
流
れ
る
長
持

排
水
路
か
ら
の
溢
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
水
門
の
設
置
と
排
水

施
設
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
平

塚
市
総
合
浸
水
対
策
第
３
次
実

施
計
画
に
位
置
付
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
第
３
次
実
施
計
画

で
は
、
長
持
排
水
路
に
つ
い

て
、
新
た
な
重
点
地
区
と
位
置

付
け
て
検
討
、
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
令
和
５

年
度
農
林
施
策
等
に
関
す
る
要

望
書
か
ら　

新
し
い
農
業
を
平

塚
か
ら
（
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
の
創
設
）　

ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
２
０
２
２

議会だより１面掲載写真について

清風クラブ 所 属 議 員

坂間 正昭 議員 片倉 章博 議員

数田 俊樹 議長 野崎 審也 議員

「
水
害
に
備
え
る
」

～
浸
水
対
応
力
の
強
化
を
～

須
藤 

量
久 

議
員

金
目
地
区
の
課
題
解
決
に
向
け
て

黒
部 

栄
三 

議
員

総務経済
　議案４案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願３件は継続審
査、採択、不採択、いずれも過半
数に至りませんでした。
○議案第４７号　工事請負契約の締
結について〔平塚総合体育館受変
電設備等改修工事（電気）〕
　地下にあった受変電設備を防
災上の関係で総合公園の上に置い
て配置を変えるものだが、ベンチ
のスペースに建設予定地がある。
受変電設備を近くに設けるとベン

チが無くなるなど、その辺りの環
境が変わるのか伺う。
　ベンチの後ろの築山の上に設
置するため、ベンチには影響なく
工事を行う予定である。
○議案第５１号　令和４年度平塚市
一般会計補正予算
　庁用車両管理事業が減額され
ている。庁用車両による事故は
年々多くなっている印象がある
が、直近３年の事故件数を伺う。
　令和２年度は２３件、３年度は
２１件、４年度が８月３１日現在で１４
件となっている。

　どのような対策を行っている
のか伺う。
　安全運転に関する知識や技
術、意識の向上を図るための取り
組みとして、座学による安全運転
研修や実技研修の実施や、ＫＹ
Ｔ、危険予知訓練など安全運転に
関する啓発資料の定期的な周知、
事故が続いた時などは注意喚起を
強く行うなどしている。
　行政情報化推進事業につい
て、業務改革を行うための庁内業
務量調査委託料を増額補正すると
いうことだが、調査を行う場合に

おいて住民サービスに直結する窓
口業務などさまざまな取り組みや
考え方があるが、この調査はどう
いった業務調査を行うのか、ま
た、調査期間も伺う。
　今回の業務量調査は市の業務
全てに対して調査を行うものであ
り、その中で窓口サービスの向上
につながるものや、行政事務の効
率化につながるものも含まれてお
り、両方を対象として業務量調査
を行うものとなっている。調査期
間は、業務量調査については今年
度内での完了を見込んでいる。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

インターネット中継

　本会議の質問と答弁の様子は、インター
ネットで生中継と録画中継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知りたい方は市
議会ホームページからアクセスしてくださ
い。議員、会派、ことばなどを検索して映像
を選べます。
　録画中継は発言日のおおむ
ね１週間後から、会議録を
ホームページに掲載するまで
の間、ご覧いただけます。

　平塚市議会では議会だより１面に掲載する写真を
募集していますが、今後、より親しまれる議会だよ
りを目指して、市内に在住又は在勤・在学の方を対
象に、季節を感じられる写真など平塚市の魅力を収
めた一枚を募集しています。
　詳しい応募方法などは、市議会
ホームページをご覧いただくか、
議会局までお問い合わせください。
（議会局☎21－8791）


